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医
療
従
事
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の
過
労
死

医
療
従
事
者
の
過
労
死

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
相
次

ぐ
医
療
従
事
者
の
過
労
死
報

道
は
衝
撃
で
し
た
。
日
本
看

護
協
会
に
よ
る
２
０
０
９
年

の
調
査
で
は
、
看
護
師
の
23

人
に
１
人
が
過
労
死
ラ
イ
ン

と
い
う
働
き
方
を
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
３
０
０

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

へ
の
道

へ
の
道

　

２
０
１
７
年
５
月
３
日

（
憲
法
記
念
日
）、
安
倍

首
相
は
憲
法
改
正
の
期
限

を
「
２
０
２
０
年
施
行
」

と
区
切
り
、
９
条
１
項
、

２
項
を
残
し
つ
つ
、
自
衛

隊
を
明
記
す
る
考
え
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
災
害
支
援
等
で

「
国
民
に
役
立
つ
自
衛

隊
」
を
「
戦
争
す
る
自
衛

隊
」
に
変
貌
さ
せ
、「
海

外
で
戦
争
す
る
国
」
へ
の

道
で
す
。
こ
の
９
条
改
憲

の
ね
ら
い
に
つ
い
て
連
載

で
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　　　相対　　　相対
絶対　　絶対　　　　 第一区分第一区分 第二区分第二区分 第三区分第三区分 第四区分第四区分 第五区分第五区分 総計総計 割合割合
SS 2424 24 0.3%
AA 460 1,3551,355 489 2,304 27.2%
BB １ 332 4,4984,498 871 314 6,016 71.0%
CC 92 92 1.1%
DD 3636 36 0.4%

総人数総人数 485 1,687 4,987 871 442 8,472 100.0%
割合割合 5.7% 19.9% 58.9% 10.3% 5.2% 100.0%

表① 平成28年度人事評価結果【絶対（二次）評価結果と相対評価結果の相関】

時
間
に
も
お
よ
ぶ
36
協
定
が

あ
る
こ
と
が
報
道
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
で
２
０
０
８
年
に
公
務

災
害
と
認
定
さ
れ
た
看
護
師

の
過
労
死
事
件
で
は
月
60
時

間
が
看
護
師
の
過
労
死
ラ
イ

ン
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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に

経
営
最
優
先
に

変
貌
す
る
府
立
病
院

変
貌
す
る
府
立
病
院

　

府
立
の
病
院
で
も
、
医
療

に
よ
り
、
２
０
０
６
年
に
独

立
行
政
法
人
化
さ
れ
ま
し

た
。
独
立
行
政
法
人
化
後
も

「
高
度
専
門
医
療
の
提
供
と

府
域
の
医
療
水
準
の
向
上
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

「
病
院
経
営
」
を
理
由
に
、

人
件
費
抑
制
な
ど
の
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
が
強
行
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

増
加
の
一
途
を
た
ど
る

増
加
の
一
途
を
た
ど
る

非
常
勤
職
員

非
常
勤
職
員

　

事
務
部
門
を
は
じ
め
と
す

る
委
託
の
拡
大
や
非
常
勤
職

員
の
多
用
も
進
め
ら
れ
、
現

在
で
は
約
１
１
０
０
人
も
の

非
常
勤
職
員
が
働
い
て
い
ま

す
。
国
家
資
格
を
有
す
る
専

門
職
の
非
常
勤
職
員
も
多

く
、
正
職
員
と
同
じ
仕
事
を

な
ぜ
９
条
改
憲

な
ぜ
９
条
改
憲

な
の
か
？

な
の
か
？

　

安
倍
首
相
は
、
な
ぜ
９

条
の
改
憲
を
急
ぐ
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
現
行
憲

法
９
条
の
も
と
で
は
、
海

外
で
無
制
限
の
武
力
行
使

が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

と
な
る
に
は
、「
戦
争
す

る
自
衛
隊
（
＝
軍
隊
）」
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か

し
、
現
行
憲
法
９
条
は
そ
れ

を
許
し
て
い
ま
せ
ん
。

９
条
は
武
力
行
使

９
条
は
武
力
行
使

の
防
波
堤

の
防
波
堤

　

安
倍
政
権
が
成
立
さ
せ
た

戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
に

よ
っ
て
、
自
衛
隊
に
武
器
使

用
を
認
め
る
「
駆
け
つ
け
警

も
と
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
や
自
衛

隊
法
に
も
反
す
る
と
し
て
、

政
府
は
自
衛
隊
の
撤
退
を
決

定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
憲
法
９
条
が

自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力
行

使
を
制
限
す
る
大
き
な
防
波

堤
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
安
倍
首
相

は
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す

る
こ
と
で
、
ま
ず
は
９
条
改

悪
を
実
行
し
、「
９
条
の

壁
」
を
取
り
払
お
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
自
衛
隊
の
明

記
が
武
力
行
使
に
結
び
つ
く

の
か
―
次
回
に
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

グラフ② 相対評価結果の納得感について
納得感（H28・H29アンケートの比較） 納得できなかった理由（H28・H29アン
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グラフ③ 開示面談の状況について〈対象〉二次評価者・相対評
開示にあたっての説明状況 説明が不十分であった理
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グラフ④ 執務意欲に影響する要因について
執務意欲の「向上」「低下」に影響する主なもの　※主なものを３つま

【参考】影響
①職場における
・上司、同僚、
・職場の上司や
 （認められな
・業務上での職
・同僚からの刺
④人事評価制度
・人事評価制度
・人事評価結果
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グラフ⑤ 執務意欲と人事評価制度との関係について
ア．人事評価制度の　
　　執務意欲への影響

イ．ア.で①～③と回答
制度によって執務意
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や
や
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影
響

し
な
か
っ
た

そ
の
他

新連載

府民のいのちと健康を守る府立病院に　①
医療の現場から医療の現場から

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
、職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
は
待
っ
た
な
し

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
何
年
働
い
て
も
昇
給

し
な
い
」「
手
当
も
出
な

い
」「
ボ
ー
ナ
ス
も
退
職
金

も
な
い
」
な
ど
、
そ
の
賃
金

や
労
働
条
件
は
低
い
水
準
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
府
立
病
院
機
構

は
、
労
働
契
約
法
の
改
正
に

も
と
づ
き
、
非
常
勤
職
員
の

無
期
転
換
に
つ
い
て
提
案
し

ま
し
た
が
、「
今
の
給
料
・

労
働
条
件
で
は
働
き
続
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
声
も
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
病
院
を
下
支

え
す
る
非
常
勤
職
員
の
待
遇

改
善
と
職
員
の
長
時
間
労
働

の
是
正
は
、
緊
急
の
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
す
。

　

府
立
病
院
の
医
療
現
場
の

実
態
を
連
載
で
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

「
９
条
の
壁
」取
り
払
お
う
と
す
る
安
倍
政
権

護
」
な
ど
の
新
任
務
が

付
与
さ
れ
、
南
ス
ー
ダ

ン
へ
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
が

強
行
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
で

は
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ

か
ね
な
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
憲
法
９
条
の

憲
法
９
条
を
変
え
て

「
戦
争
す
る
自
衛
隊
」

「
戦
争
す
る
自
衛
隊
」に
し
て
い
い
の
で
す
か
？

に
し
て
い
い
の
で
す
か
？　
1

従
事
者
の
長
時
間
過

密
労
働
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
府
立
病
院
は
も

と
も
と
府
立
直
営
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
自
治
体
の
ス

リ
ム
化
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
、
赤
字
部

門
の
切
り
捨
て
な
ど

新連載


